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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
核上型脊髄損傷において、下部尿路はdetrusor-sphincter dyssynergiaの状態となり排尿障害が生じるが、
ラットでは膀胱機能が回復することが知られている。脊髄損傷後の膀胱機能におけるコリン作動性神経終末の








 － 205 －
 上位の神経伝達経路の遮断により、自律神経節前線維からのcholinergicな入力が減少し、それに伴って膀胱
壁でのacetylcholine終末が減少し、膀胱機能不全が生じるが、骨盤神経節及び膀胱壁のコリン作動性シナプス
小胞の再出現とともに膀胱機能の回復に至っていることが示唆された。 
 以上の結果から、本論文は脊髄損傷時の膀胱機能の低下の原因として、コリン作動性神経終末の減少が一時
的に起こり、本神経支配の回復と共に膀胱機能の改善が見られることを初めて示したものであり、脊髄損傷に
因る神経因性膀胱の原因の一端を明らかにしたものである。本研究から脊髄損傷時には膀胱支配神経が修復し
うることが明らかになっており、今後の治療への道を開くものと考えられる。以上を総合的に判断した結果、
著者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定した。 
